
   

 

テクノポリスセンター地区新設小学校 グランドデザイン（案）について 

 

１ 新設小の学校教育目標及び目指す子供像 

  学校教育目標設定の理由 

  

 

 

分離新設前の清原中央小学校においては，心豊かでたくましい子供の育成を目指して，子供たちが夢を共有しなが

ら様々な活動を進める「夢いっぱいプロジェクト」を教育活動の中核として取組を進めてきた。また，校内研究にお

いても「自分の考えをもち，豊かに表現する」ことを目指してきたところである。いずれにおいても，学校という集

団の中で，自らの夢を明らかにし，自己肯定感を高めながら，自分らしさを発揮して学習活動を進めてきた。分離新

設校においては，このような教育活動の継続性に鑑みるとともに，今後の社会状況を踏まえ「豊かなかかわりを生か

して，よりよく生きる子供を育む」を学校教育目標とした。 

 

  目指す子供像設定の理由 

目指す子供像については，「生きて働く知識・技能の習得」「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力の

育成」「学びに向かう力・人間性の涵養」の資質・能力との整合を図るとともに，これまで日本の学校において伝統的

に重視されてきた「知・徳・体」を基本に据えながら「学ぶことを喜ぶ子供」「他と豊かに関わる子供」「自分を大切

にする子供」を設定することとした。 
 

２ 学校経営方針と目指す学校像 

 

 

 

 

新設小が位置するゆいの杜地区は，明治中期には５０戸ほどの小さな農村であったが，工場の誘致や新興住宅地開

発， LRT建設予定の影響により，日本各地からの転入者が増え，人口が急激に増加しており，住民は，新旧住民や世

代間のギャップ，価値観の違いなどを乗り越えてお互いを尊重しながら生活をしている状況にある。 

このような中，学校教育においても，学校における友達はもとより，地域の方々など様々な人とのつながりの中で， 

豊かに関わりながら「自分の学び」「みんなの学び」を進められるようにしたい。このような教育活動を進めるために

は，教職員は，心から子供たちの成長を願って一丸となり指導に当たれるようにするとともに，分離新設前と同様，

家庭・地域と目指す子供像を共有しながら地域とともに子供を育んでいく学校を創造していきたい。このため，学校

経営方針を上記のとおりとした。 
 

３ グランドデザインの特長 

・ゆいの杜の由来でもある「かかわり・つながり」を生かした「学校教育目標」及び「学校経営方針」 の設定 

・令和２年度全面実施となる小学校新学習指導要領の内容との整合を図った上での「目指す子供像」の設定 

・本市における「教科担任制」のモデル校として指定 
 

４ これまでの検討経過 

  令和元年１０月～  教育計画ワーキングにおける検討 

      １１月   清原中央小学校地域協議会における地域住民等からの意見聴取 
             

５ 今後のスケジュール 

  令和２年２月    清原地区新設小学校開校準備委員会委員会において提示  

   令和２年３月～   グランドデザインを元に教育課程編成などの学校運営に係る検討  

   令和３年４月～   新設小学校に引継ぎ【グランドデザイン等の決定】 

豊かなかかわりを生かして，よりよく生きる子供を育む 

～よく学び よく遊び 自分をつくる 未来をつくる 〇〇小～ 

未来に向かって，共に学びをつくる学校 

〇豊かなかかわりを生かして，自分の学びをつくる学校 

〇子供の成長を願い，教職員一丸となって真摯に指導にあたる学校 

〇地域とともに子供を育む学校

内容  
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〇清原地区のニュータウンの区域で，近
隣には清原工業団地や芳賀工業団地が
隣接し，地区内には多くの住宅や商業
施設などが建設されている。また，一
部においては農業も行われている。 

〇住む人が互いに協力し，助け合いなが
ら発展する街の姿を「結い」とし，そ
の結びつきが自然豊かな地区にあるこ
とから「ゆいの杜」と名付けられ，住
居表示で正式に町名となった。 

〇宅地化の進行により，自治会等，地域
組織の再編が進んでいる。 

〇地域に大規模の工場があるため，住民は
会社員が多く，日本各地から移り住んで
きている。 

〇住民や店舗の協力も期待できる地域で
ある。 

〇体育館や野球場，サッカー場などのスポ
ーツ施設に恵まれ，地区においてマラソ
ン大会なども開催されている。 

〇2022 年より公共交通機関としての LRT
が開通する予定である。 

 

 

○多くの児童が学習は大切と考え， 

宿題や翌日の準備をきちんし 

ようとする。 
〇学習課題の解決向けて熱心に 

取り組む。 
○児童同士が協働して学び合える。 
◯明るく素直で何事にもまじめ 

に取り組む。 
◯挨拶を進んで行い，友達に思い 

やりをもって関わる。 
◯敏捷性や走力，持久力に優れて 

いる。 
◯体育的行事に，目標をもち，積 

極的に取り組む。 
〇帰国子女や外国籍の児童が多い。 

〇 明治７年大乗寺を校舎に

あて開校以来，約１４５年

地域に根ざした小学校とし

て歩んだ。  
〇 平成１０年には，日本語

指導の拠点校となり，多く

の外国籍児童を受け入れ

た。  
〇 平成２３年には，東日本

大震災により校舎が被災

し，４か月間，中学校校舎

で授業を受けた。  
〇 仮設校舎より新校舎に引

っ越しをして，落ち着いた

環境のもと，学習や生活を

進めた。  
〇 清原地域学校園では，キ

ャリア教育を核としなが

ら，平成２２年度より小中

一貫教育に取り組んだ。  

特色ある 

教育活動 

知 

全国学力・学習状況調査 とちぎっ子学習状況調査 学習内容定着度調査 学級と学習に関するアンケート 元気っ子健康体力チェック学校評価    等 

清央小，地域学校園の伝統 子供の実態 

体 

今後の社会 

徳 

・予測困難な時代に，一

人一人が未来の創り手と

なる。  
・情報化，グローバル化

が進展する中で社会の変

化を前向きに受け止め，

社会や人生を豊かなもの

にしていく。  
 
【必要となる資質・能力】

□知識及び技能  
□思考力・判断力・表現

力等  
□学びに向かう力・人間

性等  
 

学校 

地域 家庭 

未来 

地域とともにある学校 

これまでの学校 

地域・保護者の思いや願い 

[意見交換会より 2018．12．16]
〇人間性形成に重点を置く教育

の推進  
〇幼保小中が連携した学力向上  
〇教科教育充実に向けた地域人

材の活用  
〇きめ細かな指導の実施（習熟

度，特別支援教育 等）  
〇Wi－Fi 環境など新しいシス

テム導入，タブレット型パソ

コンを使った授業の推進  
〇様々な活動の拠点となる学校

の具現化  

学び続ける 

共に学ぶ 

自分の学びをつくる 

・ゆいの杜プラン（総合，キャリア教育） 
・教科担任制（市教育委員会モデル指定） 
・地域と連携した教育活動（サンキューデー，教材園活動，ICT）

・異学年等交流活動（児童，地域住民） 

【国，県，市の施策事業】 宮っこ未来ビジョン・学校教育推進計画 等より 

友達や人をつなぐ・結ぶ 

家庭とつなぐ・結ぶ 

地域とつなぐ・結ぶ 

市の理念・目標 

誰もが安心して学べ，活力にあ

ふれる学校の中で，自信と志を

もち，ともに支えながら未来を

担う宮っ子を育む 

①成長するための基盤を培う  
②未来を生き抜く力を養う  
③多様な児童生徒の状況に応

じた指導・支援を行う  
④信頼される教職員を育て，学

校のチーム力を高める  
⑤地域とともにある学校づく

りを進める  
⑥新しい時代にふさわしい教

育環境を整える  
 

豊かなかかわりを生かして，よりよく生きる子供を育む
キーフレーズ・・・・・・「よく学び よく遊び 自分をつくる 未来をつくる 〇〇小」

学校教育 
目標 

１ 豊かなかかわりを生かして， 
自分の学びをつくる学校 

【目指す子供像】 

〇学ぶことを喜ぶ子供 〇他と豊かに関わる子供 〇自分を大切にする子供 

２  子供の成長を願い，教職員が一丸と 
なって真摯に指導にあたる学校 ３ 地域とともに子供を育む学校 

学校経営方針

と 

目指す学校像 

未来に向かって，共に学びをつくる学校

新
設
小
学
校
を
と
り
ま
く
環
境 

新
設
小
学
校 

地域の実態 

他 
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